
分野：畑作 ･地域作物

大規模経営体における多様化・高付加価値化技術

試験研究計画名：九州地域をモデルとした茶の高付加価値化による需要拡大のための生産

体系の実証

地域戦略名　　：九州地域をモデルとした茶の高付加価値化による需要拡大のための生産

体系の実証

研究代表機関名：（研）農研機構果樹茶業研究部門

地域の競争力強化に向けた技術開発のねらい：

大規模な生産者や生産法人は、大面積の茶園を経営し大型茶工場を稼働させていることから、多様な

ニーズの変化に迅速に応えることは難しい状況です。また、大量の燃油や労働力を消費するため、生産

効率の向上は収益性アップのためには極めて重要です。そこで、多様な茶の生産が可能で、比較的単価

の低い二番茶以降の茶の品質を高める技術を開発し、収益性の向上を目指しました。

開発技術の特性と効果：

近年、需要が高まっている碾茶（抹茶の原料）や紅茶などの発酵茶を大量に低コスト生産するため、

あるいは高付加価値化生産するために、新製茶ハイブリッドラインを活用した生産体系を実証しました。

碾茶では、遠赤外線装置を取り付けることにより、色沢の向上が認められました。また、遠赤外線装置

の温度を 300℃に設定することで、碾茶特有の覆い香成分ジメチルスルフィドが多く生成されました（表

１）。緑茶用品種を活用した紅茶生産においても、通常の製法（オーソドックス製法）に対しロ－タ－

バンを活用するセミオーソドックス製法や、さらに、CTC（Crush：潰す、Tear：引き裂く、Curl：丸める）

機で細かく裁断して発酵させる CTC 製法を導入することで、生産効率と品質が向上しました（表２）。　

表１ ネット型碾茶乾燥機における遠赤外線照射温度と品質の関係

表２紅茶の製造法と品質の比較
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開発技術の経済性：

大規模生産のモデル経営となる菊永茶生産組合での新製茶ハイブリッドラインの導入効果に関して

は、大きく 3点が挙げられます。

1 点目は、2 番茶の碾茶加工にともなう収益の向上です。碾茶は煎茶に比べ高い価格で取引されてい

ますが、新製茶ハイブリッドラインにより碾茶加工を行うことで、伝統的な製法の加工に比べ重油使用

料を抑えることが可能です。そのため、煎茶に比べ碾茶の収益は 2 番茶で 116％、秋冬番茶で 204％と

なりました。2 点目の効果は、新製茶ハイブリッドラインにより加工ができるようになる CTC 紅茶の生

産効率が高いことが挙げられます。菊永製茶では、生産効率の高い CTC 製法とオーソドックス製法を組

み合わせることで、生産効率が高くかつ単価が比較的高いセミオーソドックス製法の紅茶を販売するこ

とで収益を向上させています。3 点目の効果は、半発酵茶の加工が可能となることで、多様なニーズに

対応することができるようになる点です。

こんな経営、こんな地域におすすめ：　

本プロジェクトで実証した技術は、大量生産でありながら実需者のニーズに迅速に応え、収益の向上

を目指すものです。主に新製茶ハイブリッドラインを活用した碾茶と紅茶の生産技術の確立を目的とし

ましたが、多様化に対応するためには既存の茶生産体系の中に組み込むことも必要です。

技術導入にあたっての留意点：

本技術は、品種によっても設定条件が変わってきます。碾茶生産を目的とする場合、近年開発された

新品種「せいめい」など、碾茶・粉末茶に適した品種の導入と併せて活用することで、より効果が高ま

るものと思われます。機械導入コストが高額になりますので、実需者（茶商やメーカー）と連携した取

り組みができる大規模生産法人や生産組合におすすめの技術です。
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